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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第36期

第３四半期
累計期間

第37期
第３四半期
累計期間

第36期

会計期間

自　平成24年
10月１日

至　平成25年
６月30日

自　平成25年
10月１日

至　平成26年
６月30日

自　平成24年
10月１日

至　平成25年
９月30日

売上高 （千円） 4,667,359 4,774,356 6,236,514

経常利益 （千円） 253,163 239,544 362,284

四半期（当期）純利益 （千円） 157,840 84,528 217,684

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 407,874 407,874 407,874

発行済株式総数 （株） 3,866,135 3,866,135 3,866,135

純資産額 （千円） 3,097,968 3,268,034 3,180,855

総資産額 （千円） 4,406,867 4,620,350 4,554,994

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 41.22 22.08 56.85

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 24.00

自己資本比率 （％） 70.3 70.7 69.8

　

回次
第36期

第３四半期
会計期間

第37期
第３四半期
会計期間

会計期間

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
６月30日

自　平成26年
４月１日

至　平成26年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.38 2.61

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。又、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

　

（１）経営成績の分析

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、金融緩和等の経済政策による円安・株高の継続から、企業収益

の改善や個人消費の持ち直しの動きが見られるなど緩やかな回復基調で推移しました。その反面、原材料等の輸入

価格上昇などの国内景気押し下げ懸念もあり、依然として不安定な状態が続いております。

　当社が属する情報サービス業界におきましては、企業収益の改善に伴うＩＴ投資増加などにより、市場全体では

プラス基調が見られますが、当社を取り巻く状況下では、技術者の確保が非常に難しく、厳しい市場環境下での展

開が続いております。

　このような状況の中で当社は、顧客ニーズへの迅速な対応により、案件の獲得に努めてまいりました。又、人材

育成の推進、諸経費の節減にも努めてまいりました。しかしながら、ソフトウェア開発にて一部の作業に作業超過

が発生しました。

　当第３四半期累計期間の売上高は4,774百万円（前年同期比2.3%増）となりました。又、営業利益は211百万円

（前年同期比5.1%減）、経常利益は239百万円（前年同期比5.4%減）、四半期純利益につきましては、投資不動産

を減損したことなどにより84百万円（前年同期比46.4%減）となりました。

　

　事業部門別の業績を示すと、次の通りであります。

　

（ソフトウェア開発）

　ソフトウェア開発につきましては、官公庁・自治体向けオープン・Web系システム開発及び、製造業向け汎用シ

ステム開発の受注が減少したことなどにより、売上高は1,939百万円（前年同期比3.0％減）となりました。

　

（システム運用）

　システム運用につきましては、情報・通信向けのシステム運用管理及び、ネットワーク構築作業の受注が増加し

たことなどにより、売上高は2,487百万円（前年同期比6.7％増）となりました。

　

（その他）

　その他につきましては、自社製パッケージソフトウェア販売及び、それに伴うハードウェア販売の受注が増加し

たことなどにより、売上高は346百万円（前年同期比3.2％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べ178百万円増加し3,116百万円となりました。これは主に現金及び預金の増加

115百万円及び有価証券の増加100百万円によるものです。

　固定資産は、前事業年度末に比べ113百万円減少し1,503百万円となりました。これは主に投資不動産の減少127

百万円及び投資有価証券の増加63百万円によるものです。　

　

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べ13百万円減少し984百万円となりました。これは主に賞与引当金の減少160百万

円、預り金の増加76百万円及び未払金の増加72百万円によるものです。

　固定負債は、前事業年度末に比べ8百万円減少し367百万円となりました。これは主に繰延税金負債の増加17百万

円、退職給付引当金の減少13百万円及び役員退職慰労引当金の減少7百万円によるものです。

　

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ87百万円増加し3,268百万円となりました。これは主にその他有価証券評価

差額金の増加94百万円及び利益剰余金の減少7百万円によるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

（４）研究開発活動

　高度化する顧客のニーズに対応するため、ソフトウェア開発技法やその他の先端技術の調査研究、自社製パッ

ケージソフトウェアの開発を行っております。

　研究開発体制は、パッケージソリューション部を中心に個別案件毎に技術者を配置し推進しております。　

　当第３四半期累計期間に発生した研究開発に係る費用は、37百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在
　発行数（株）

（平成26年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,866,135 3,866,135

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100株であ

ります。

計 3,866,135 3,866,135 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 3,866,135 － 407,874 － 389,037

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　37,100
－

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 3,828,200 38,282 同上

単元未満株式 普通株式　　　　 　835 － 同上

発行済株式総数 3,866,135 － －

総株主の議決権 － 38,282 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社インフォメーション

クリエーティブ

東京都品川区南大井

六丁目22番７号
37,100 － 37,100 0.96

計 － 37,100 － 37,100 0.96

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,639,321 1,754,978

売掛金 1,022,910 957,915

有価証券 － 100,284

仕掛品 58,859 92,863

前払費用 45,349 50,029

未収還付法人税等 － 53,815

繰延税金資産 165,551 98,025

その他 6,384 8,994

流動資産合計 2,938,377 3,116,906

固定資産

有形固定資産

建物 45,790 45,790

減価償却累計額 △34,360 △35,343

建物（純額） 11,429 10,446

工具、器具及び備品 89,282 84,398

減価償却累計額 △68,802 △69,864

工具、器具及び備品（純額） 20,479 14,533

土地 2,882 2,882

有形固定資産合計 34,792 27,863

無形固定資産

ソフトウエア 149,879 130,877

ソフトウエア仮勘定 － 10,693

電話加入権 2,173 2,173

無形固定資産合計 152,053 143,745

投資その他の資産

投資有価証券 1,113,935 1,177,743

投資不動産 146,499 －

減価償却累計額 △18,672 －

投資不動産（純額） 127,827 －

敷金及び保証金 36,289 33,599

会員権 12,700 12,700

保険積立金 115,639 109,279

繰延税金資産 24,719 －

その他 5,645 5,498

貸倒引当金 △6,985 △6,985

投資その他の資産合計 1,429,771 1,331,834

固定資産合計 1,616,617 1,503,443

資産合計 4,554,994 4,620,350
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 90,271 86,622

未払金 362,657 435,304

未払費用 50,834 29,078

未払法人税等 49,157 －

未払消費税等 47,574 76,303

預り金 9,434 86,178

賞与引当金 366,983 206,373

役員賞与引当金 14,083 10,125

製品保証引当金 － 42,230

その他 7,086 12,411

流動負債合計 998,083 984,626

固定負債

退職給付引当金 247,701 234,268

役員退職慰労引当金 118,778 111,688

繰延税金負債 － 17,118

その他 9,575 4,614

固定負債合計 376,055 367,689

負債合計 1,374,138 1,352,316

純資産の部

株主資本

資本金 407,874 407,874

資本剰余金 397,528 397,528

利益剰余金 2,201,200 2,193,834

自己株式 △17,646 △17,646

株主資本合計 2,988,958 2,981,592

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 191,897 286,442

評価・換算差額等合計 191,897 286,442

純資産合計 3,180,855 3,268,034

負債純資産合計 4,554,994 4,620,350
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 4,667,359 4,774,356

売上原価 3,997,244 4,027,266

売上総利益 670,115 747,090

販売費及び一般管理費 447,526 535,922

営業利益 222,588 211,168

営業外収益

受取利息 47 117

受取配当金 18,051 19,983

受取賃貸料 4,500 2,774

保険解約返戻金 － 3,799

複合金融商品評価益 6,537 －

その他 2,273 2,035

営業外収益合計 31,409 28,709

営業外費用

投資不動産賃貸費用 822 331

その他 12 2

営業外費用合計 834 333

経常利益 253,163 239,544

特別損失

固定資産廃棄損 548 300

固定資産売却損 － 1,275

減損損失 －
※1 87,739

特別損失合計 548 89,315

税引前四半期純利益 252,615 150,229

法人税、住民税及び事業税 866 866

法人税等調整額 93,909 64,834

法人税等合計 94,775 65,700

四半期純利益 157,840 84,528
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【注記事項】

（追加情報）

　　　　（製品保証引当金）

　　　　　製品の品質保証に伴う支出に備えるため、今後必要と見込まれる額を計上しております。

　

（四半期損益計算書関係）

　※１　減損損失

　当第３四半期累計期間において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 場所 種類
減損損失

（千円）　

投資不動産 東京都渋谷区 建物及び土地 　87,739

　当社は、主として事業の区分をもとに概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって資産のグルーピ

ングを行っております。

　回収可能価額は正味売却価額より測定しており、その評価は売却予定価額を使用して算定しております。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期累計期間

（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 26,639千円 33,561千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 91,894 24 平成24年９月30日 平成24年12月25日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月20日

定時株主総会
普通株式 91,894 24 平成25年９月30日 平成25年12月24日 利益剰余金

　　

（持分法損益等）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社の事業は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　　目　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41円22銭 22円8銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 157,840 84,528

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 157,840 84,528

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,828 3,828

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　

平成26年８月14日

株式会社インフォメーションクリエーティブ

取締役会　御中

　 

新日本有限責任監査法人

　 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 草　加　　健　司　　印

 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 山　村　　竜　平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社インフォメーションクリエーティブの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第37期
事業年度の第３四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）及び第３四半期累計期
間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照
表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インフォメーションクリエーティ
ブの平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　 
　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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